
鹿児島神宮より、西隣りに100メートルという便利な立地です。また、
桜島や錦江湾をのぞむ絶
好のロケーションに加え、
周囲を豊かな緑に囲まれ
た静かな自然環境も魅力。
また、霊園内には管理棟
もあり、管理人が常駐し、
霊園環境の美化に努めて
います。
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万一、お墓のお世話をしてくれるご家族がいなく
なった場合でも安心の永代供養。当霊園が永久
的に継続して御供養いたします。

段差のない全区画バリアフリーの
霊園です。また、駐車場からお墓
まで車椅子でもお参りできます。

墓地経営／宗教法人正法寺／許可番号／環第393号

２月11日　午前7時42分　隼人町真孝（浜之市潮だまり）
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Visit World

香港（180分）

上海（100分）

台北（120分）

国
際
航
空
路
線
の
利
用
促
進
を

私は中国の西安から去年の4
月に日本に来ました。上海から
西安へは飛行機で約2時間の
距離にあります。上海市の人口
は1800万人くらいで北京と同
じように中国経済の中心地と
言われています。もちろん上海
だけではなくいろいろな中国を
楽しんでくださいね。

劉
りゅう

　艶
えん

さん

霧島市国際交流員

ぜひ、中国に
遊びに来てください

私の出身地の清州市はソウル市から車で1時間
40分、教育に熱心な都市で古い物が残ってい
る文化都市でもあります。霧島市の人たちと縁
あって鹿児島空港近くにお店を出しました。年に
４、５回韓国に帰りますが、鹿児島空港からは
直接帰ることができてとても便利です。

本場韓国料理洪
ほん

家
か

苑
えん

霧島の人たちは親切です

12人ほどで香港に３泊４日で行ってきまし
た。やっぱり直行便というのが魅力。香港
は大都会で、マカオにも船で行くことがで
きて楽しさがいっぱいです。実際に行って
みて体験し、文化の違いを感じることは
大切だと思います。香港線運休というこ
とですが早く再開されるといいですね。

金丸 正さん国分管工

文化の違いを感じることは大切

現代的な建物と古いものが混在してい
る上海。食べ物もおいしく、蘇州へはバ
スで2時間くらい。私も海外が好きで数
十回行っています。若いうちに海外を経験
し、違いを認め合うことが大切だと思い
ます。現地のかたと話し、その国を感じる
ことができる海外旅行はお勧めです。

八木隆
りゅう

治
じ

さん

鹿児島空港ビルディング㈱

若いうちに海外を
体験しよう

チャーター便で行く3泊4日のツアーに二人で
参加しました。台湾を選んだ一番の理由は、
鹿児島発着で家から近いということ。実際
に行ってみたら現地のお年寄りのかたの
中には日本語が上手な人も多く、海外に
行った気がしないくらい親近感を感じま
した。食べ物もおいしかったですよ。

小松初子さん
岩城　薫さん
選んだ理由は
自宅から近いこと

４年前から毎年韓国へ行っています。手
軽で行きやすいし、エステや食事など女
性の欲をすべて満たしてくれます。それか
らストラップなどの小物や時計、アクセ
サリーなどは３か月前に韓国で流行（は
や）っていたものが日本に輸入されてい
ます。しかも10倍の値段になって。断然
韓国がお得。

川床智子さん
美容室C

く り い む

REAM

霧
島
市
の
平
成
19
年
度
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
件
数
は
２
０
９
５

人
、
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
で

は
16
・
42
㌫
と
、
率
で
比
較
す
る

と
県
内
７
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
鹿
児
島
県
は
平
成
19
年
度
の

都
道
府
県
別
出
国
者
数
が
７
万
４

７
５
５
人
で
、
出
国
率
４
・
３
㌫

と
全
国
で
44
番
目
、
人
口
10
万
人

当
た
り
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
件
数

は
42
番
目
と
低
い
数
字
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
今
、
渡
航
し
や
す
い
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１

万
円
を
両
替
す
る
と
約
７
万
ウ
ォ

ン
だ
っ
た
の
が
、
今
ウ
ォ
ン
安
で

倍
の
約
14
万
ウ
ォ
ン
に
な
っ
た
こ

と
や
運
賃
と
は
別
に
か
か
る
燃
油

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
料
金
も
引
き
下

げ
ら
れ
る
な
ど
、
海
外
へ
行
く
に

は
今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

鹿
児
島
空
港
の
国
際
航
空
路
線

昭
和
47
年
に
開
港
し
た
鹿
児
島

空
港
。
平
成
19
年
度
の
乗
降
客
数

は
５
５
７
万
２
６
６
人
、
全
国

に
98
あ
る
空
港
の
う
ち
で
、
９
位
。

内
訳
は
国
内
線
５
４
７
万
８
０
０

９
人
、
国
際
線
９
万
２
２
５
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
空
港
で
最
初
の
国
際
定

期
航
空
路
線
は
、
昭
和
47
年
６
月

に
就
航
し
た
香
港
線
で
、
そ
の

後
、
ナ
ウ
ル
線
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
（
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

線
、
グ
ァ
ム
線
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

線
、
バ
ン
コ
ク
線
な
ど
が
就
航
。

現
在
の
定
期
航
空
路
線
は
ソ
ウ
ル

線
、
上
海
線
、
香
港
線
の
３
路
線

と
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
の
就
航
が

あ
る
台
北
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ウ
ル
線
は
週
３
便
、
上
海
線
は

週
２
便
運
航
。
ま
た
香
港
線
に
つ

い
て
は
週
２
便
運
航
さ
れ
、
観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
28
日
か
ら

運
休
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
台
北
線
に
つ
い
て
は

県
知
事
ら
が
台
湾
の
関
係
機
関
を

訪
問
し
、
定
期
路
線
の
早
期
実
現

を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

エネルギッシュな上海へどうぞ

中国東方航空
鹿児島支店総括部長
瀬戸口朋子さん

韓国で買い物をするならウォン安の今がチャン
ス。２月は約1900人と鹿児島からの日本人旅
行者も急増中。また日本人は成田、福岡だけが
国際空港だと思っているようですが、韓国の仁

いん

川
ちょん

空港は休憩室やホテルなどがあり乗り継ぎに
便利。仁川空港から世界へ出かけませんか。

おかげさまで来年20周年

鹿児島から約1時間30分で上海。そこからは、
中国全土、オーストラリアなどへ行く路線が就
航。鹿児島空港からは週2便運行で、機内には
日本人の客室乗務員も搭乗していますのでご安
心ください。2010年には上海万博もあります。
エネルギッシュな上海を感じてください。

㈱大韓航空
鹿児島支店長
江
え

頭
がしら

義
よ し

浪
な み
さん

もっと気軽に
国内旅行感覚で

国際観光文
化立市宣言

のまち

霧
島
か
ら
ひ
と
っ
飛
び

海
外
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ソウル（90分）

東京（90分）

（左）

（右）

洪
ほん

　周
じゅ

顯
ひゅん

さん
海
外
へ
行
く
に
は
今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。

鹿
児
島
空
港
か
ら
だ
と
東
京
よ
り
も
近
い
外
国
が
あ
り
ま
す
。
霧
島
市
に
住
む
私
た
ち
は
、

自
宅
か
ら
ほ
ん
の
数
時
間
で
ま
っ
た
く
違
う
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

台北

香港

上海

ソウル

※水原華城
（スウォン

ファソン）
／韓国

ビクトリア
ピーク／香

港

外難（ワイ
タン）／上

海

※東大門（ト
ンデモン）

ドゥサンタ
ワー／韓国

◎は写真提供：台湾観光協会大阪事務所

※は写真提供：韓国観光公社

960㎞

750㎞

860㎞

1,900㎞ 1,200㎞

◎蓮池潭（
リェンチー

タン）／台
湾
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鹿児島県による国際利用促進のための各種助成事業など
◎国際交流促進ツアー助成
鹿児島空港発着のソウル線、上海線、香港線、台北線を利用して、渡行先で現地のかたと国際
交流を行う10名以上の海外渡航する団体に対して交流費用を助成します。

◎パスポート取得促進キャンペーン【期間＝2月1日～5月31日】
期間中のパスポート取得者を対象に、抽選で景品（上海線往復航空券など）が当たります。

●問い合わせ先＝鹿児島空港国際化促進協議会（県庁交通政策課内）☎099（286）2459

霧島市民のパスポートの申請・交付が昨年4月1日から市民サービスセンター
「コア・よか」（国分中央三丁目）でできるようになり、1月末時点で1,830人
のかたがパスポート申請をしています。
パスポートの申請・交付は身近で便利になった市民サービスセンター「コア・

よか」をご利用ください。
・営業時間＝午前10時～午後7時（年末年始を除く毎日）
●問い合わせ先＝市民サービスセンター窓口☎（46）１３３７

「
旅
行
に
行
く
と
き
に
は
、
私

も
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
大

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
で
も
皆

さ
ん
が
無
事
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た

と
き
に
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
す
の
は
南
国
交
通
旅
行

開
発
部
営
業
課
長
代
理
の
中
村
一

成
さ
ん
。
中
村
さ
ん
が
旅
行
業
に

か
か
わ
っ
た
の
は
10
年
前
か
ら
で

年
に
６
、
７
回
は
海
外
へ
添
乗
員

と
し
て
出
か
け
ま
す
。

海
外
旅
行
の
楽
し
み
方

旅
行
で
気
を
付
け
た
い
の
は
①

常
備
薬
を
持
っ
て
行
く
②
歩
き
や

す
い
靴
を
履
く
③
で
き
る
だ
け
荷

物
は
減
ら
し
身
軽
に
。
そ
れ
と
行

く
先
の
こ
と
を
事
前
に
勉
強
し
て

行
っ
た
ほ
う
が
漠
然
と
眺
め
る
よ

り
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
空
港
か
ら
は
、
ソ
ウ
ル

が
90
分
、
上
海
１
０
０
分
、
台
湾

１
２
０
分
、
香
港
１
８
０
分
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
霧
島
市
で

は
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」

で
で
き
る
の
も
大
変
便
利
。
空
港

も
近
く
に
あ
り
、
本
当
に
い
い
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
今
だ
っ
た
ら
韓

国
は
ウ
ォ
ン
安
で
買
い
物
が
お

得
、
鹿
児
島
か
ら
の
観
光
客
も
例

年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
上

海
は
近
代
的
な
建
物
の
中
に
昔
か

ら
の
た
た
ず
ま
い
が
残
っ
て
い
る

国
際
都
市
。
水
の
都
、
蘇
州
へ
は

バ
ス
で
２
時
間
ほ
ど
、
私
の
お
気

に
入
り
の
場
所
で
す
。
台
北
線
は

チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
す
が
人
気
が
あ

り
、
親
日
家
も
多
く
、
文
化
的
に

も
日
本
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
台
北
線
が
定
期
航
路
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
香
港
は
、
歴
史
的
に
み
て

も
古
く
か
ら
鹿
児
島
と
交
流
の
あ

る
都
市
で
す
。

鹿
児
島
の
国
際
航
空
路
線
は
全

体
的
に
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
が
、

鹿
児
島
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の

こ
ろ
に
い
ち
早
く
海
外
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

も
と
も
と
鹿
児
島
の
人
は
海
外
に

行
く
下
地
は
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。教

科
書
や
新
聞
に
出
て
き
た
と

こ
ろ
を
実
際
に
訪
れ
、
人
と
触
れ

て
み
る
と
親
し
み
が
わ
き
ま
す
。

言
葉
が
違
う
、
そ
れ
だ
け
で
ド
キ

ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て

日
本
の
文
化
を
大
事
に
す
る
よ
う

に
、
相
手
の
国
の
文
化
や
習
慣
を

尊
重
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

国
際
交
流
で
路
線
維
持
を

霧
島
市
国
際
交
流
協
会
の
桑
野

正ま
さ

敬た
か

会
長
は
、「
鹿
児
島
の
路
線

客
は
ほ
と
ん
ど
が
観
光
目
的
で
す
。

現
状
で
は
乗
降
客
の
短
期
的
な
回

復
は
難
し
く
、
ま
し
て
や
路
線
を

新
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
今

あ
る
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に
も

こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
の
よ
う
な

人
と
の
交
流
が
必
要
で
す
」
と
路

線
維
持
の
大
切
さ
を
話
し
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
国
際
航
空
路
線

の
利
用
促
進
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

旅
行
や
仕
事
で
も
利
用
さ
れ
る
国

際
航
空
路
線
。
取
材
を
す
る
う
ち

に
海
外
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
今
年
は

鹿
児
島
空
港
を
使
っ
て
海
外
へ
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

言
葉
が
違
う
そ
れ
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク

旅
指
南
。

中
村
一
成
（
な
か
む
ら
か
ず
な
り
）
さ
ん

昭
和
35
年
生
ま
れ
、
大
口
市
出
身
。
国
分
郡
田
在
住
。
昭
和
56
年
に
南
国
交
通
に
入
社
。

平
成
10
年
か
ら
旅
行
開
発
部
国
分
営
業
所
勤
務
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
祭
り
に
行
っ

た
り
、
魚
釣
り
に
行
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
添
乗
員
と
し
て
韓
国
や
台
湾
な
ど
の
ほ
か
に
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
タ

イ
に
添
乗
員
と
し
て
同
行
。
お
客
さ
ま
も
自
分
も
楽
し
め
る
旅
行
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

コア・よかでパスポートの申請・交付ができます

Visit World

※景
キョンボックン
福宮（勤政殿）／韓国※景福宮／韓国

◎蓮池潭リェンチータン／台湾

※徳
トクスグン
寿宮／韓国

ビクトリアピーク／香港

※韓国と言えば焼肉

◎台北国際金融センター／台湾
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実行委員長 
久保 明さん

今
年
で
第
６
回
目
を
迎
え
る

「
藤
ま
つ
り
」。
毎
年
花
の
見
ご
ろ

を
迎
え
る
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上

旬
に
か
け
て
牧
園
町
に
あ
る
和
気

公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

園
内
に
は
23
種
類
、
約
１
０
０
本

の
フ
ジ
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
美
し

さ
と
甘
い
香
り
で
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
、
こ
の
期
間
中
だ
け
で
も

４
万
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

公
の
縁

和
気
公
園
周
辺
は
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
国
の
官
僚

と
し
て
活
躍
し
た
和
気
清
麻
呂
公

が
、
当
時
の
権
力
者
で
あ
る
道ど

う

鏡き
ょ
う

に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
地
で
、
和
気

公
園
に
隣
接
す
る
和
気
神
社
の
御

祭
神
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
清
麻
呂
公
が
縁
と
な
っ
て

生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
岡
山
県
和
気

町
か
ら
贈
ら
れ
た
の
が
和
気
公
園

の
フ
ジ
の
木
で
す
。
和
気
町
に
は

日
本
一
と
呼
ば
れ
る
「
藤
公
園
」

が
あ
り
、
全
国
か
ら
集
め
た
約
１

０
０
種
類
、
１
５
０
本
の
フ
ジ
の

木
が
植
え
ら
れ
、
和
気
町
を
代
表

す
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

牧
園
町
に
も
「
藤
の
咲
く
公
園
を

作
り
た
い
」
と
い
う
地
元
か
ら
の

要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

12
年
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

こ
れ
が
更
な
る
縁
と
な
り
、
両

町
は
平
成
14
年
に
友
好
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
び
、
役
場
職
員
の
人
事

交
流
な
ど
で
関
係
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
和
気
町
か
ら
フ
ジ

の
苗
木
を
贈
ら
れ
た
中
国
の
上
海

市
嘉か

定て
い

区
と
も
フ
ジ
の
花
が
新
た

な
縁
と
な
り
、
交
流
を
重
ね
て
い

ま
す
。

地
域
の
力

今
で
は
多
く
の
か
た
で
に
ぎ
わ

う
和
気
公
園
で
す
が
、
平
成
８
年

に
整
備
が
始
ま
る
ま
で
の
来
訪
者

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
し
た
。
こ
れ

を
な
ん
と
か
し
た
い
、
ふ
る
さ
と

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
い
と
立
ち

上
が
っ
た
の
が
地
域
住
民
の
か
た

が
た
で
し
た
。

平
成
６
年
に
「
地
域
の
発
展
を

考
え
る
会
」
を
組
織
し
、
行
政
と

の
意
見
交
換
会
や
自
己
研
修
を
重

ね
、
平
成
８
年
牧
園
町
が
新
た
な

観
光
地
づ
く
り
を
目
的
に
策
定
し

た「
犬い

ぬ

飼か
い

滝
周
辺
整
備
基
本
計
画
」

へ
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
策
定
さ
れ
た
計
画
に

【
八
重
の
フ
ジ
】日
本
三
大
稲い
な
り荷
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
笠
間
稲
荷
神
社（
茨
城
県
）

の
ご
神
木
と
し
て
門
外
不
出
だ
っ
た
も
の
を
、
和
気
公
生
誕
１
２
５
０
年
の
記

念
事
業
と
し
て
特
別
に
植
樹
が
認
め
ら
れ
た
貴
重
な
花
で
す
。

❶犬飼滝／高さ36ｍ、幅22ｍの豪快に流れ落
ちる滝。平成 12 年には「21世紀に残したい新か
ごしま百景」第１位に選ばれている。 ❷白イノシシ
の和気ちゃん／こま犬のかわりに和気清麻呂公の
先導をしたといわれるイノシシを「神の使い」とあが
めている。昨年５月に仲間入りし、公募で名前が「和
気ちゃん」と決まった。 ❸和気湯／和気清麻呂公
が入浴したといわれている。

和気神社の社務所に併設して昨年オー
プン。自慢の一品は手打ちそばを使い、
地元で作っているアユの天ぷらと、白イノ
シシ和気ちゃんの好物サツマイモの天ぷ
らが入った「和気そば」。このほかに紫芋
のあんが入った「亥の子餅（いのこもち）」
と霧島茶での休憩もおすすめ。
・営業時間＝午前10時～午後５時
・定休日＝毎週水曜日
・問い合わせ先＝☎080‒5209‒0671

和 気 茶 屋

沿
っ
て
公
園
と
し
て
の
整
備
が
進

む
一
方
、
藤
ま
つ
り
の
運
営
に
も

参
加
。
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る

た
め
に
重
要
な
フ
ジ
の
剪せ

ん

定て
い

も
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
一
昨

年
は
高
さ
８
・
２
㍍
、
幅
12
・
５

㍍
に
な
る
巨
大
絵
馬
の
奉
納
、
昨

年
は
新
し
く
神
社
に
仲
間
入
り
し

た
白
イ
ノ
シ
シ
の
名
前
の
公
募
な

ど
、
新
し
い
試
み
も
続
け
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
の
か
た
の

地
道
な
努
力
が
、
こ
の
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
久
保
明
さ
ん

は
「
岡
山
県
和
気
町
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
か
た
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ジ
の
花
言
葉
は
「
歓
迎
」。

今
年
も
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ

て
い
る
か
の
よ
う
な
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
そ
の
可
憐
な
花
と
甘
い

香
り
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

❶

❷ ❸

見どころスポット

フジの花言葉は「歓迎」「恋に酔う」

和気神社

犬飼滝

和気湯

中
津
川

天
降
川

470

223

223

・新川タクシー

和気公園

色
、香
り

藤
ま
つ
り

至
霧
島

至隼人

第6回藤まつり
開催期間／４月中旬から５月上旬（開花状況で変わります）
●開花イベント
・日時＝４月25日（土）・26日（日）午前10時から
・内容＝（25日）霧島九面太鼓ほか
　　　　（26日）開花式典、霧島九面太鼓、郷土芸能ほか

※期間中は地元の特産品・加工品の販売もあります。
●入園料＝３００円（小学生以下無料）

※障害者手帳持参のかたは無料
　フリーパス券５００円（期間中何回でも入園できます）

●時　間＝午前８時30分～午後７時（最終受付は午後６時30分）
ただし、土・日・祝日およびその前日は午後８時まで（最終受付は午後
７時30分）ライトアップあり

●駐車場＝約300台（無料）
※�温泉バスに接続する送迎バスや会場近く駐車場からの送迎もあり

ます。

◎問い合わせ先＝実行委員会事務局 ☎（54）６４１０
　開花状況自動音声案内（期間中）☎0570-020-223

歓
迎
の
園

和
気
公
園

妙
見
温
泉

安楽温泉

満
喫
。
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霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協

議
会
は
、
霧
島
山
を
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
登
録
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
１
月
１
日
付
け
で
企
画

政
策
課
内
に
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
準
備
室
を
設
置
。
さ
ら
に
３
月

１
日
か
ら
は
、
都
城
市
か
ら
派
遣

さ
れ
た
職
員
も
加
え
３
人
体
制
の

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
が
発
足

し
ま
し
た
。

２
月
７
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た

井
村
隆
介
鹿
児
島
大
学
准
教
授
の

講
演
会
に
は
、
登
山
愛
好
者
、
商

工
や
観
光
関
係
者
な
ど
約
４
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

の
冒
頭
で「
霧
島
が
好
き
で
す
か
」

と
問
い
か
け
る
と
「
好
き
で
す
」

と
言
う
意
味
の
拍
手
が
会
場
か
ら

起
こ
り
ま
し
た
。
井
村
先
生
は
、

「
そ
の
気
持
ち
が
大
切
な
ん
で
す
」

と
、
住
民
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
対
す

る
気
持
ち
と
行
動
が
必
要
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
体
験
登
山

に
は
青
年
会
議
所
や
市
消
防
局
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
、
市
職
員
ら
25
人
が

韓
国
岳
に
登
り
、
改
め
て
霧
島
山

の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
す
ば
ら

し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
５
市
２
町
の
青
年
会
議
所

CIVIC NEWS
霧島から
世界にチャレンジ

差別のない
明るい社会を

市民活動の
イロハを学ぶ
市民活動に興味のあるかたなど
が市民活動の基礎的な知識を習得
できるよう手助けする「市民活動
のイロハ塾」が、１月31日から３
回にわたり、国分シビックセン

ターなどで開催されました。講座では、実際にＮＰＯ法人を組織し活躍し
ているかたから活動の実態などについて学んだほか、かごしまＮＰＯ支援
センター理事長の小浜洋一氏を講師に招き、何かしたいことを見つける方
法やどうすれば実現できるのかなどの講演があり、参加者らは熱心に聞き
入っていました。

部落開放第4回霧島市研究集会が
２月14日、隼人農村環境改善セン
ターで開催され、講演と人権劇が
ありました。これは部落開放同盟
鹿児島県連合会隼人支部が毎年開

催しているもので、差別のない明るくぬくもりに満ちた霧島市にすること
を目的としています。講演では伊集院中学校教諭の松本徹さんが、「今こ
そカゴシマの出番」と題し、以前勤務していた京都の中学校の被差別部落
の子どもたちとのかかわりを話されました。参加者は、傷つきながらも懸
命に生きる子どもたちの話に感動しているようでした。

霧島市出身で鹿児島南高校３年
生の濵田尚

しょう

里
り

さんが、３月にドイ
ツで開催されるジュニアの国際大会
に日本選手代表として出場すること
になり、２月20日市長を表敬訪問

しました。濵田さんは国分西スポーツ少年団で小学校４年生のときに柔道
を始め、高校に進学してからは78㌔級で高校総体準優勝、フランス大会優
勝、昨年の県柔道選手権大会では一般無差別級優勝を飾るなど、将来のオ
リンピック出場、メダル獲得の期待が寄せられています。「好きな言葉は
『夢を信じて』、世界一を目指します」と笑顔で抱負を語りました。

霧 島 か わ ら 版

な
ど
は
、
霧
島
市
商
工
会
青
年
部

（
部
長　

脇
元
敬た

か
しさ

ん
）
の
呼
び

か
け
で
３
月
10
日
に
「
環
霧
島
青

年
会
議
」
を
結
成
し
、
ジ
オ
パ
ー

ク
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
霧
島

青
年
会
議
所
理
事
長
の
岩
井
清
司

さ
ん
は
、「
霧
島
山
を
中
心
と
し

た
連
携
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
行
動
に
は
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
ジ
オ

パ
ー
ク
を
一
つ
の
契
機
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
抱
え
て
い
る
問

題
の
解
決
と
、
統
一
し
た
「
霧
島

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
て
お

互
い
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
ほ
か
の
青
年
団
体
と

も
連
携
を
図
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
登

録
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協

議
会
で
は
、
４
月
の
総
会
に
民
間

団
体
も
組
織
に
加
え
、
環
霧
島
会

議
管
内
全
体
の
盛
り
上
が
り
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

大
き
な
健
康
被
害
と
社
会
的
影

響
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
市
は
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
第
１
回
目
と
な
る

霧
島
市
感
染
症
予
防
対
策
会
議
を

２
月
３
日
に
開
催
し
、
県
や
保
健

所
、
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
「
霧
島
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
に
感
染
し
や

す
い
よ
う
に
性
質
を
変
え
て
発
生

生
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

●
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

旅
行
な
ど
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
風
邪
症

状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
い
き
な
り

医
療
機
関
で
受
診
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
姶
良
保
健
所
や
市
健
康

増
進
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

霧島市
新型インフルエンザ対策
行動計画を策定
市民の健康を守り、新型インフルエンザ被害の拡大を防ぐための
行動計画を策定しました。

新型インフルエンザへの備え

錦江漁協
初の鮮魚青空市
採れたての新鮮な魚を直接販売す

る鮮魚青空市が２月21日、隼人地
区の錦江漁業協同組合前広場で開か
れました。錦江漁協の青壮年部が中
心となり、市民の皆さんとふれあい、

地元漁協を知ってほしいと今回初めて企画されたもので、タイやヒラメな
どの新鮮な魚と婦人部による加工品の販売に、多くの買い物客が詰めかけ
大盛況でした。青壮年部部長の安木高

たか

治
はる

さんは「地場産品が見直されるこ
とで、生産者にも消費者にもプラスになってほしい。これからもっと盛り
上げていきたい」と話していました。次回は３月21日に開催予定。

「
霧
島
が
好
き
」を

管
内
全
域
に
広
げ
よ
う

日
本
の
霧
島
か
ら
世
界
の
霧
島
へ

目
指
せ
ジ
オ
パ
ー
ク

井村隆介准教授によるジオパーク講演会

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
霧
島
市
で
は
人
口
（
平
成

20
年
10
月
１
日
人
口
12
万
８
１
５

６
人
）
の
25
㌫
（
３
万
２
０
３
９

人
）
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
、
流
行
が
８
週
間
続
い
た

と
想
定
す
る
と
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
患
者
数
の
う
ち
重
度
の
患

者
数
は
２
万
７
６
３
３
人
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
乗
降
客
数
約
５
６
０
万
人

の
鹿
児
島
空
港
が
あ
る
霧
島
市
は
、

県
内
の
中
で
も
人
の
移
動
に
よ
る

感
染
が
特
に
心
配
さ
れ
る
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
予
防
や
発

生
後
の
対
策
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
や
、
各
関
係
機
関
と
よ
り
一

層
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
策
定
し
た
計
画
で
は
、
発

生
初
期
の
段
階
で
で
き
る
限
り
封

じ
込
め
、
感
染
の
拡
大
を
防
止
し

た
う
え
で
、
健
康
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
、
社
会
機
能
の
破は

綻た
ん

を
防

ぐ
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
危
機

管
理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
ま

ず
必
要
だ
と
考
え
、
計
画
書
に
発

生
状
況
を
６
段
階
に
分
け
、
段
階

ご
と
に
応
じ
た
組
織
体
制
や
主
な

対
応
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
内
に
「
霧
島
市

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
蔓ま

ん

延え
ん

を
防
止
す

る
た
め
の
「
予
防
・
封
じ
込
め
対

策
班
」
や
、
診
断
・
治
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
の
「
医
療
班
」
な

ど
４
つ
の
班
を
編
成
し
、
相
互
に

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
書
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
詳
細

な
対
応
を
班
ご
と
に
検
討
し
、
発

霧島青年会議所
理事長
岩井清

きよ
司
し
さん
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国
分
地
区
の
山
間
部
に
位
置
す

る
川
原
小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
、
の
ど
か
な
雰
囲
気

の
漂
う
学
校
で
、
今
年
創
立
１
３

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
川
原
小
も
、
過
疎
化
と

少
子
化
の
波
に
押
さ
れ
、
一
時
期

は
学
校
存
続
の
危
機
に
ま
で
陥
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
を

救
っ
た
の
が
、
平
成
14
年
か
ら
導

入
し
た
特
認
通
学
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
は
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、
通
学
区
域
外
の
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
同

校
で
は
35
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学

ん
で
い
ま
す
が
、
う
ち
22
人
が
特

認
通
学
制
度
を
利
用
し
て
、
通
学

区
域
外
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ナ
フ
の
卒
業
証
書

同
校
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

ケ
ナ
フ
で
作
る
卒
業
証
書
が
あ
り

ま
す
。
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
に
平
成
９
年
ご
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
４
月
に
ケ
ナ
フ

の
種
を
ま
き
、
栽
培
し
た
ケ
ナ
フ

を
繊
維
に
し
、
そ
れ
を
紙
漉す

き
し

て
卒
業
証
書
に
し
ま
す
。
す
べ
て

が
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
。
卒
業

証
書
作
り
を
指
導
す
る
同
校
の
西

別
府
龍
一
先
生
は
「
み
ん
な
で

協
力
し
な
い
と
こ
の
卒
業
証
書
は

作
れ
ま
せ
ん
。
卒
業
証
書
を
見
る

た
び
に
、
植
物
を
育
て
る
難
し
さ
、

物
を
作
る
大
変
さ
、
そ
し
て
助
け

合
い
の
心
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
一

枚
の
卒
業
証
書
。
そ
こ
に
は
、
川

原
地
区
の
豊
か
な
自
然
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
願
い
と
助
け
合
い

の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
思
い
は
、
卒
業
証
書
と
と
も
に

い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自然を大切にする学校
ケナフで卒業証書作り

紙漉きに挑戦する5・6年生

２月１日に行われた１３０周年記念式典には、大勢の
かたが集まってくれました。川原小は学校行事のたびに
地域のかたが大勢集まってくれます。おかげで生徒数は
少なくても、いつも活気にあふれています。ここは地域
に支えられている学校です。子どもたちには地域とのつ
ながりを大切にしてほしいと思っています。これからも地
域のかたと一緒になって地元の子だけでなく特認通学
制度を利用している児童にも、川原が故郷だと思っても
らえるように、学校を盛り上げていきたいです。

◎
川
原
小
学
校池

田  

政
治
校
長

川原小学校
ケナフの卒業証書

【
探
偵
・
麻
生
龍
太
郎
】
柴
田
よ

し
き
、【
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
】

津
村
記
久
子
、【
暴
雪
圏
】
佐
々

木
譲
、【
少
年
譜
】
伊
集
院
静
、【
プ

リ
ン
セ
ス
・
ト
ヨ
ト
ミ
】
万
城
目

学
、【
骨
の
記
憶
】
楡
周
平
、【
蘭

陽
き
ら
ら
舞
】
高
橋
克
彦
、【
闇

の
陽
炎
衆　

刺
客
請
負
人
】
森
村

誠
一
、【
あ
な
た
と
共
に
逝
き
ま

し
ょ
う
】
村
田
喜
代
子
、【
八
番

筋
カ
ウ
ン
シ
ル
】
津
村
記
久
子
、

【
パ
パ
マ
マ
ム
ス
メ
の
十
日
間
】

五
十
嵐
貴
久
、【
乱
反
射
】
貫
井

徳
郎
、【
そ
ろ
そ
ろ
最
後
の
恋
が

し
た
い　

も
も
さ
く
ら
日
記
】
唯

川　

惠
、【
晋
平
の
矢
立
】
山
本

一
力
、【
壬
生
狼
】
鳥
羽　

亮
、【
英

雄
の
書
上
・
下
】宮
部
み
ゆ
き
、【
赤

い
月
、
廃
駅
の
上
に
】
有
栖
川
有

栖
、【
グ
ミ
の
本
】
荻
田
尚
子
、【
お

つ
き
さ
ま
の
や
く
そ
く
】
い
と
う

ひ
ろ
し
、【
ド
ン
マ
イ
】
後
藤
竜
二
、

【
バ
バ
ー
ル
と
お
ち
び
の
イ
ザ
ベ

ル
】
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ノ
フ
、

【
ハ
ン
ス
ぼ
う
や
の
国
】
バ
ル
ブ

ロ
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
、【
サ
ー

カ
ス
の
ど
ろ
ぼ
う
】マ
ッ
テ
ィ
ン
・

ビ
ー
ド
マ
ル
ク
、【
カ
フ
ェ
強
盗

団
】
マ
ッ
テ
ィ
ン
・
ビ
ー
ド
マ
ル

ク
、【
デ
モ
ナ
ー
タ　

８
幕　

狼

島
】
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
、【
ラ
ン

ド
セ
ル
の
は
る
や
す
み
】
村
上
し

い
こ
、【
ス
ト
ー
ン
・
エ
イ
ジ
・

ボ
ー
イ
】
き
た
む
ら
さ
と
し
、【
あ

か
い
ポ
ス
ト
と
は
い
し
ゃ
さ
ん
】

薫
く
み
こ
、【
ド
ー
ナ
ツ
だ
い
こ

う
し
ん
】レ
ベ
ッ
カ
・
ボ
ン
ド
、【
ま

す
ま
す
な
た
ぎ
り
三
人
女
】
群
よ

う
こ

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

珈琲屋の人々
池永　陽 著
東京の下町の商店街にある喫
茶店「珈琲屋」。そこは、心に傷
を負った者たちが集まる交差点。
商店街に暮らす人々が「珈琲
屋」で語った人間ドラマを、情感
溢れる筆致で描いた7編の連
作集。

希望ケ丘の人びと
重松　清 著
70年代初めに開発された街・
希望ヶ丘。そこは、２年前にガン
で逝った妻のふるさとだった。そ
こに引っ越してきた父と子の、か
けがえのない日常を描く。

とねりこ屋のコラル
柏葉幸子 作　佐竹美保 絵
消えた不良魔女の母モティを探
して、紀恵は「とねりこ屋」へ向
かうが…。魔女とピエロと人間
の女の子のふしぎな家族を描く、
新感覚ファンタジー。

ねえ、ほんよんで！
レイン・マーロウ 作・絵
何をするにもゆっくりのかめくん
と、いつもせかせかしているうさ
ぎくん。ある日、ふたりでいっしょ
に本を読み始めると…。性格が
正反対の友だち同士をやさしく
温かな色づかいでユーモラスに
描くかわいい絵本。

春
、
桜
の
下
で
読
書
は
い
か
が
。

今
月
の
新
刊
。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。
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温泉三昧きりしま
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霧
島
温
泉
郷

牧
園
地
区
に
あ
る
霧
島
温
泉
郷
は
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
公
衆
浴
場

や
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
丸
尾
温
泉
周
辺
は
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
白
い
蒸
気
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
か
す
か
に
香
る
硫い

お
う黄

の
に
お
い
が
温
泉
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

一
般
的
に
霧
島
温
泉
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
は
、
明み

ょ
う

ば
ん
・
硫い

お
う黄

谷だ
に

・
栄え

之の

尾お

・
林
田
・
丸
尾
・
栗
川
な
ど
の
総
称

で
す
が
、
広
い
範
囲
で
は
湯
之
野
・
湯

之
谷
・
新
湯
・
塩
湯
・
関せ

き

平び
ら

・
野
々
湯

な
ど
霧
島
山
中
の
温
泉
も
含
ま
れ
ま
す
。

霧
島
温
泉
を
つ
く
っ
た
最
大
の
功
労

者
は
、初
代
林
田
熊
一
氏（
１
８
９
０
～

１
９
５
９
）
で
、
昭
和
４
年
に
林
田
温

泉（
現
＝
霧
島
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
）を
開

拓
し
、
道
路
の
整
備
や
輸
送
力
の
強
化

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
終

戦
後
の
観
光
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
観
光
客

や
交
通
量
の
増
大
に
よ
り
、
旅
館
の
数

が
増
え
、
規
模
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
市
内
で
も
一
番
多
く
ホ
テ
ル

や
旅
館
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
温
泉
観
光
地

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

鮮
や
か
な
黄
色
い
花
と
、
ほ
ろ
苦
い
味
で

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
菜
の
花
は
、
観
賞

用
、
食
用
と
用
途
に
合
わ
せ
て
品
種
が
分
か

れ
、
菜
種
油
の
原
料
に
も
な
り
ま
す
。

溝
辺
町
竹
子
の
前
畠
茂
さ
ん
は
、
食
用
の

「
摘つ

み

菜な

花ば
な

」
を
妻
の
ヨ
シ
子
さ
ん
と
栽
培
し

て
い
ま
す
。
10
月
初
め
に
種
を
ま
き
、
11
月

に
苗
の
植
え
付
け
を
し
た
後
は
、
無
農
薬
で

育
て
２
月
中
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
収
穫
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を

一
年
中
栽
培
し
て
い
る
前
畠
さ
ん
ご
夫
妻
は

毎
日
畑
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
、
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

主
に
栽
培
を
担
当
す
る
茂
さ
ん
に
対
し
て
、

収
穫
し
た
も
の
を
袋
詰
め
し
て
溝
辺
町
物
産

館
に
出
荷
す
る
の
は
ヨ
シ
子
さ
ん
。
以
前
お

客
さ
ま
に
食
べ
方
を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

一
緒
に
手
書
き
の
メ
モ
を
入
れ
る
な
ど
消
費

者
の
立
場
に
た
っ
た
心
遣
い
も
し
て
い
ま
す
。

前
畠
さ
ん
ご
夫
妻
は
「
野
菜
づ
く
り
を
通

し
て
多
く
の
人
と
触
れ
合
え
る
こ
と
が
楽
し

い
。
愛
情
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
の
で
、
お

い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
春
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

春
を
告
げ
る

菜
の
花
の
あ
え
も
の

あちらこちらから湯けむりが上がる丸尾地区

栄養バランスのいい緑黄色野菜で、
免疫力を高めるカロチンやビタミン
Ｃが豊富。昔から「春には苦味を盛
れ」といわれますが、菜の花の苦味
には冬に溜め込んだ老廃物を体外
に出しやすくする働きがあるという。

菜の花

前ま
え

畠は
た　

茂　
さ
ん

ヨ
シ
子
さ
ん

◎
溝
辺
町
竹
子
在
住

平成19年10月号から連載してきた温泉シリーズ、今回が最後となりました。
霧島市にはたくさんの温泉があります。あなたのお気に入りの温泉は見つかりましたか。

〈作り方〉 	①�菜の花は塩を入れたお湯で湯通しし、ザルにあげ水気を切り３等分に切っ
ておく。

	 ②�すりおろしたニンジンに明太子の中身、酒、しょうゆを加え電子レンジで
約１分加熱する。１回取り出し混ぜてさらに30秒加熱する。

	 ③�②の粗熱がとれたら菜の花を加え混ぜ合わせる。
	 ※ホウレンソウなどにもよく合います。

〈材　料〉菜の花10本、ニンジン小１本、明太子（甘口）１腹、酒・しょうゆ各小さじ１

ピ

シ

レ

霧島温泉市場
多くの観光客が立ち寄る。足湯や
蒸気で蒸した卵や温泉まんじゅうが
人気。

みやま
コンセール

霧島いわさき
ホテル

霧島ホテル 霧島山上
ホテル 霧島湯之谷

山荘

旅行人
山荘

野々湯温泉

高原夕佳

関平温泉

いで湯の宿
霧島花紫 国民休養地

コテージ

霧島高原
乗馬クラブ

至霧島

至えびの高原

223

1

至隼人
鹿児島空港

1

223

至霧島神宮・
都城市

静流荘
松苑

牧水荘

摘み草の宿
こまつ

霧島第一ホテル
スパヒルズ

民宿
みちや荘

霧島観光ホテル
ホテル霧島
キャッスル

みやまホテル

霧島国際
ホテル

おやど
花みずき

前田温泉
カジロが湯

丸尾滝

高千穂小

霧島温泉
駐在所

鹿児島大学
医学部付属病院
霧島リハビリセンター

丸尾
拡大図

丸尾滝

新燃荘

※�今まで紹介していない霧島
温泉郷を紹介します。

二人静

きりしま
悠久の宿
一心
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舞
鶴
中
学
校
栄
養
教
諭
の
外
山
澄
子
さ
ん

は
、
長
年
、
地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
給
食

に
取
り
組
み
、
昨
年
そ
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
、
農
林
水
産
省
か
ら
「
地
産
地
消

の
仕
事
人
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
産
地
消
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
昭
和
60
年
ご
ろ
。
当
時
勤
め
て
い
た

学
校
で
郷
土
料
理
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
し

た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
地
産

地
消
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
元
で
と
れ
る
食
材
は
、
地
元
の
風
土

が
生
み
出
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
使
っ
た

郷
土
料
理
は
文
化
で
す
。
地
元
の
食
材
や
料

理
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
良
さ
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

舞
鶴
中
学
校
は
昨
年
、「
学
校
給
食
文
部

科
学
大
臣
表
彰
」
な
ど
二
つ
の
全
国
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
外
山
さ
ん
は
、
以
前
に
も
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
お
り
今
回
が

５
回
目
の
受
賞
。
そ
ん
な
全
国
で
も
評
価
さ

れ
る
活
動
を
支
え
た
の
は
、
地
元
の
生
産
者

と
調
理
師
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

「
地
産
地
消
は
、
地
元
の
食
材
が
手
に
入

ら
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
食
材
を
提
供
し

て
く
れ
る
生
産
者
と
、
そ
の
食
材
を
一
緒
に

調
理
し
て
く
れ
る
調
理
師
の
か
た
が
い
た
か

ら
活
動
を
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
と

調
理
師
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

子
ど
も
た
ち
に
は
、
夏
・
冬
休
み
の
課
題

で
献
立
を
考
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
家
族

THE SCENE

霧島に生きる

に
も
試
食
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
い
く
つ
か
の
献
立
を
実
際
に
給
食
で
出

し
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
献
立
や
郷
土
料
理
、

使
わ
れ
て
い
る
食
材
の
栄
養
な
ど
を
給
食
時

間
に
放
送
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
献
立
を
考
え
る
こ

と
は
、
食
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
い
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
料
理
や

給
食
に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
の
説
明
を
す
る

こ
と
で
、
考
え
て
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
食
事
を
管
理
で
き
る
子
ど
も
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
目
標
で
す
」

子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
毎
日
。
大
変
な

仕
事
で
す
が
外
山
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が

喜
ん
で
く
れ
る
顔
が
さ
ら
な
る
意
欲
を
与
え

て
く
れ
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

外
山
さ
ん
は
３
月
で
定
年
退
職
。
退
職
後

は
自
宅
の
庭
で
野
菜
を
作
り
の
ん
び
り
と
暮

ら
し
な
が
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
多
く
の
か
た

に
地
産
地
消
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

話
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
外
山
さ
ん
の
思
い

を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
地
産
地
消
を
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

s
l

o
w

 
l

i
f

e

食事を自分で管理できる子どもになってほしい。
それが一番の願いです。

横川町出身、昭和42年栄養
教諭となり、隼人町の学校給
食センターをふり出しに横川・
溝辺などの給食センターに勤
務。現在舞鶴中学校栄養教
諭。昨年、農林水産省から「地
産地消の仕事人」に選ばれる。
文部科学大臣表彰を過去に５
回受賞されるなど、地産地消
の活動が高く評価されている。

外と

山や
ま

澄す
み

子こ

さ
ん

（
隼
人
町
在
住
）

給食時間にこどもたちに食べることの大切さを
楽しく伝える外山さん
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ド
ン
グ
リ
は
、

千
年
後
へ
の
贈
り
物

●❶

進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
会
事
務
局
の
徳
永
由
佳
さ

ん
は
、
活
動
の
必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　
「
会
を
立
ち
上
げ
た
前
会
長
が
『
風
土
は

人
を
つ
く
る
』
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

景
観
10
年
、
風
景
１
０
０
年
、
風
土
１
０
０

０
年
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
風
土
づ

く
り
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
風
土
を
残
す
た
め
に

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
ド
ン
グ

リ
を
植
え
る
こ
と
で
し
た
」

　

同
会
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
約
10
万
本

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
支

え
て
い
る
の
が
約
２
０
０
人
の
会
員
と
、
全

国
に
い
る
約
１
万
人
の
「
ど
ん
ぐ
り
株
主
」。

同
会
で
は
、
１
株
５
０
０
円
で
「
ど
ん
ぐ
り

株
」
を
販
売
し
、
購
入
し
た
株
主
は
植
樹
会

な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

　
「
こ
の
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
会
員

と
株
主
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん

ド
ン
グ
リ
の
森
を
理
解
し
、
い
き
い
き
と
作

業
さ
れ
ま
す
。
毎
年
作
業
に
参
加
で
き
な
く

て
も
、
一
度
で
も
植
樹
を
経
験
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
自
然
に
対
す
る
思
い
が
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
今
を
生
き
る
人
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
」

　

最
初
に
植
樹
し
た
森
で
は
沢
が
流
れ
る
よ

う
に
な
り
、
沢
ガ
ニ
も
生
息
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
徳
永
さ
ん
は
「
沢
を
発
見
し
た

と
き
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
照
葉
樹

は
針
葉
樹
に
比
べ
保
水
力
が
高
い
た
め
森
が

潤
い
、
生
命
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。
た
っ
た

一
本
の
沢
で
す
が
自
信
と
希
望
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ン
グ
リ
が
沢
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
川
へ

と
流
れ
込
み
、や
が
て
海
へ
。元
気
な
森
は
自

然
を
潤
し
、
人
間
に
も
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
徳
永
さ
ん
た
ち
は
、
ド
ン
グ
リ
で
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
届
け
て
い
ま
す
。

命
の
森
を
つ
く
る

　

２
月
４
日
、
霧
島
の
森
を
元
の
姿
に
戻
す

こ
と
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
サ
ン
バ
イ

オ
の
呼
び
か
け
で
、
市
民
団
体
「
霧
島
ふ
る

さ
と
命
の
森
を
つ
く
る
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
同
会
で
は
ド
ン
グ
リ
株
券
の
発
行
や

ド
ン
グ
リ
の
植
樹
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
霧
島
市
で
の
ド
ン
グ
リ
の
森
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
一
緒
に
命
の
森
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
「
霧
島
ふ
る
さ
と
命
の

森
を
つ
く
る
会
」
事
務
局
（
生
活
環
境
政

策
課
内
）
☎（
64
）
０
９
６
１

ド
ン
グ
リ
を
一
つ
拾
っ
て
植
え
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で

未
来
に
か
け
が
え
の
な
い
贈
り
物
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
ん
な
活
動
が
霧
島
市
で
始
ま
り
ま
し
た
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
…
。

霧島ふるさと命の森をつくる会
運営委員　石原　勉さん

ド ングリから苗をつくり、その土
地に合った樹種を混植・密植す

る独自の植樹法で世界中に「命の森」
をつくっている宮脇昭さん。私は、そ
の活動に感銘を受け、自分でも 4年前
からドングリの苗を育てています。「霧
島ふるさと命の森をつくる会」でも宮
脇さんの手法を取り入れ、霧島に命の
森をつくります。そのためには皆さん
の協力が必要です。まずは１個のドン
グリから始めてみましょう。

I N T E R V I E W 　

上
野
原
遺
跡
の
出
土
品
の
中
に
ド
ン
グ
リ

な
ど
の
木
の
実
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
木

の
実
を
貯
蔵
し
た
痕こ

ん

跡せ
き

は
、
ほ
か
の
遺
跡
で

も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
昔
は
ド
ン
グ
リ
な
ど

の
照
葉
樹
の
森
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
今
の
森
は
、
杉
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

針
葉
樹
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
家
な
ど
の

建
築
用
木
材
を
確
保
す
る
目
的
で
人
が
照
葉

樹
林
を
伐
採
し
針
葉
樹
を
植
え
た
た
め
で
す
。

そ
の
森
を
元
の
植
生
に
戻
そ
う
と
す
る
運
動

が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

ド
ン
グ
リ
の
森

　

都
城
市
の
市
民
団
体
「
ど
ん
ぐ
り
１
０
０

０
年
の
森
を
つ
く
る
会
」
は
、
平
成
８
年
か

ら
ド
ン
グ
リ
の
森
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ド
ン
グ
リ
を
拾
い
、
苗
を
育
て
、
植
え
、
成

長
を
見
守
る
、
こ
の
活
動
は
昨
年
「
緑
化
推

どんぐり1000年の
森をつくる会

徳永由佳さん

日本で一番木を植えた男
この講演を聴けば、
命の森の大切さが分かります。

「宮脇昭講演会」
・日時＝�３月26日（木）午後６時か

ら（無料、ただし申し込み
が必要・締め切り間近）

・場所＝�国分シビックセンター多
目的ホール

◎�問い合わせ先＝霧島ふるさと命
の森をつくる会 ☎（64）0961

「どんぐり1000年の森をつくる会」の活動の様子
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住
民
異
動
に
伴
う

窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す

異
動
時
期
の
窓
口
混
雑
を
緩
和

す
る
た
め
、
３
月
23
日（
月
）か
ら

４
月
３
日（
金
）ま
で
の
間
、
国
分

庁
舎
と
隼
人
庁
舎
に
お
い
て
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

◦�

平
日
＝
午
後
５
時
～
７
時

◦�

土
日
＝
午
前
８
時
15
分
～
午
後

５
時

な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」
は
、
毎
日
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
営

業
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
下
の

表
の
中
で
取
り
扱
い
で
き
る
も
の

は
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍

謄
抄
本
（
現
在
戸
籍
に
限
る
）
の

交
付
、
印
鑑
登
録
お
よ
び
所
得
証

明
、
課
税
証
明
、
納
税
証
明
な
ど

の
発
行
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
は
、
鹿
児
島
市
、

鹿
屋
市
、
出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
、

日
置
市
、
曽
於
市
、
伊
佐
市
、
姶

良
町
な
ど
が
窓
口
時
間
を
延
長
し

ま
す
。
延
長
時
間
や
取
り
扱
う
業

務
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
自
治
体
の
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

D isaster prevention ◎防災情報

霧
島
市
立
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

霧
島
市
立
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
に
お
け
る
青
少

年
の
問
題
行
動
や
非
行
を
早
期
に

発
見
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
関
係

機
関
、
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
補
導
、
相
談
、
環
境
浄
化
、
広

報
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

育
成
コ
ー
ナ
ー

市
内
青
少
年
の
問
題
行
動
な
ど

は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
家

庭
、
地
域
、
学
校
と
共
に
連
携
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
校
外
生
活
指
導
連
絡
会
の
申

し
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦��

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
・
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
の
出
入
り
は
、
小
・

中
・
高
校
生
す
べ
て
保
護
者
同

伴
で
す
。

◦��

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
・
高
校
生
す
べ
て
保
護

者
同
伴
で
も
禁
止
で
す
。

●�

教
育
相
談
コ
ー
ナ
ー

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の

皆
さ
ん｢
い
じ
め・不
登
校・進
路
・

非
行
・
友
だ
ち
関
係
な
ど｣

に
関

す
る
こ
と
で
悩
み
、
苦
し
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

相
談
日
＝
月
曜
日
～
金
曜
日

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
43
）４

０
５
７

春
の
「
郷ふ

る
さ
と土
に
学
び
・
育は

ぐ
くむ
青
少
年
運
動
」

県
で
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
３

月
11
日
～
４
月
10
日
ま
で
「
郷
土

に
学
び
・
育
む
青
少
年
運
動
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

①
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動

◦��

地
域
の
子
ど
も
と
顔
な
じ
み
に

な
り
、
あ
い
さ
つ
や
励
ま
し
の

温
か
い
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
の
行
事
に
参
加
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

②
明
る
い
家
庭
づ
く
り

◦��

年
齢
に
応
じ
た
生
活
習
慣
や
社

会
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

子
ど
も
の
新
し
い
生
活
へ
の
希

望
や
夢
に
つ
い
て
家
族
み
ん
な

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

③
非
行
防
止
活
動

◦��

喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用
の
防

止
、
深
夜
外
出
を
さ
せ
な
い
、

万
引
き
を
さ
せ
な
い
な
ど
目
配

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
環
境
浄
化
活
動

◦��

有
害
な
図
書
な
ど
を
買
わ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情

報
な
ど
は
、
大
人
が
き
ち
ん
と

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

大
人
（
親
）
が
変
わ
れ
ば
子
ど

も
も
変
わ
る

◦��

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◦��

家
庭
で
は
親
が
自
分
の
生
き
方

を
見
直
し
、
子
ど
も
の
手
本
と

な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

第
５
回
き
り
し
ま
写
真
展

２
月
13
日
か
ら
24
日
ま
で
市
役

所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
第

５
回
き
り
し
ま
写
真
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
写
真
展
で
は
、「
き
り

し
ま
素す

敵て
き

さ
が
し
」
を
テ
ー
マ
に

募
集
し
、
県
内
外
か
ら
２
１
２
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
の

色
調
、
ピ
ン
ト
、
構
図
な
ど
を
中

心
に
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
20

点
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

き
り
し
ま
大
賞

「
九
面
太
鼓
」

　

松
元　

涼
子
（
鹿
児
島
市
）

特
別
賞
（
春
）

「
心
を
こ
め
て
」

　

長お
さ　

勝
幸
（
鹿
児
島
市
）

特
別
賞
（
夏
）

「
は
ん
ぎ
り
出
し
」

加
治
木　

美
保
子
（
霧
島
市
牧

園
）

特
別
賞
（
秋
）

「
実
り
の
秋
景
色
」

　

宇
都　

実
（
霧
島
市
横
川
）

特
別
賞
（
冬
）

「
雪
合
戦
」

　

池
田　

寿と
し

弘ひ
ろ

（
霧
島
市
隼
人
）

環
境
特
別
賞

「
噴
煙
と
隼
人
漁
港
」

　

藤
岡　

敏と
し

晃あ
き

（
霧
島
市
国
分
）

奨
励
賞 

「
結ゆ

い
」

　

神
宮
司　

耕
二（
霧
島
市
国
分
）

「
青
い
夜
明
」

　

豊
廣　

俊と
し

治は
る

（
霧
島
市
国
分
）

「
霧
島
神
宮
」

　

村
田　

義
徳
（
鹿
児
島
市
）

「
朝
霧
の
浜
」

　

小
牟
田　

康や
す

雅ま
さ（
霧
島
市
国
分
）

入
選

　

赤
石　

透と
お
る（

霧
島
市
福
山
）

　

大
寺　

和
子
（
姶
良
町
）

　

鮫
島　

孝
（
鹿
児
島
市
）

　

園
田　

千
代
子
（
鹿
児
島
市
）

　

徳
田　

悟
（
霧
島
市
隼
人
）

　

中
川　

義
昭
（
鹿
児
島
市
）

　

福
西　

誠せ
い

幸こ
う

（
鹿
児
島
市
）

　

三
浦　

順
子
（
鹿
児
島
市
）

　

山
崎　

昭あ
き

人と

（
鹿
児
島
市
）

　

山
下　

義
信
（
霧
島
市
国
分
）

※�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
年
間

を
通
し
て
、
絵
画
や
書
道
な
ど
、

文
化
芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
の
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

◇
き
り
し
ま
大
賞

「
九
面
太
鼓
」
松
元　

涼
子

U pbringing ◎青少年育成C ivic service ◎市民サービス

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

平
成
16
年
消
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り

付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

状
況
を
経
過
別
に
み
る
と
、
逃
げ

遅
れ
が
最
も
多
く
全
体
の
５
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
時
間
帯
は
午
後

10
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
の
睡
眠

時
間
帯
が
約
５
割
で
す
。

火
災
予
防
と
共
に
、
も
し
も
の

火
災
の
際
に
自
ら
の
命
を
守
る
火

災
警
報
器
は
家
庭
の
必
需
品
で
す
。

Ｑ
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

何
で
す
か
？

Ａ
①�

火
災
に
よ
り
発
生
す
る

煙
ま
た
は
熱
を
自
動
的

に
感
知
し
、
警
報
す
る

も
の
で
す
。
住
宅
火
災

で
逃
げ
遅
れ
が
多
い
た

め
、
早
期
に
火
災
を
気

付
か
せ
る
重
要
な
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
、必
要
な
の
で
す
か
？

Ａ
①�

住
宅
火
災
の
死
者
数
が

平
成
15
年
か
ら
急
増
し
、

１
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。

②�

死
者
の
う
ち
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
約
６
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

③�

今
後
の
高
齢
化
の
進
展

を
受
け
、
さ
ら
に
増
加

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
消
防
法
の
改
正

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
で

す
か
？

Ａ
①
す
べ
て
の
寝
室
で
す
。

②�

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
天
井
に

も
必
要
で
す
。

Ｑ
い
つ
ま
で
取
り
付
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ
①�

新
築
住
宅
は
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

②�

既
存
住
宅
は
、
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
住
ま
い

を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
早
め
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
消
防

局
予
防
課
予
防
係
☎（
64
）０
４

３
３
（
直
通
）

C ulture ◎文化情報

国分庁舎 隼人庁舎 取り扱う業務内容

市　 民　 課

隼人市民課

住民異動届の受付、住民票
の交付、印鑑証明の交付、
印鑑登録、戸籍謄抄本の交
付、戸籍届書の受付

保険年金課

国民健康保険の届出・受付
および被保険者証の発行、
国民年金および後期高齢者
医療関係の届出・受付など

収　 納　 課

納税相談
市県民税（所得証明、課税
証明、所得・課税証明〔個人・
世帯〕）、納税証明（市県民税、
軽自動車税〔車検用〕）など
の各証明の発行

税　 務　 課 国分庁舎のみ 法人市民税の申告、営業証
明、所在証明の発行

高 齢・障 害
福 祉 課

隼人福祉課

介護保険および障害福祉関
係の各種申請・受付

児童福祉課

児童手当、乳幼児医療費助
成、出生祝い金などの申請・
受付、保育所入園申込みな
ど

生活福祉課 生活保護の申請・受付

◎時間延長を行う担当課の業務

※青色で表示してある業務は、「コア・よか」でも取り扱っています。

「家族の安心」と
「住まいの安全」のために

住宅用火災警報器

3 月 4月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

午前８時15分
～午後７時

午前８時
15分～
午後5時

午前８時15分
～午後７時
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こ
の
病
気
は
、
俗
に
「
ち
く
の
う
」
と
も

言
わ
れ
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
か
ら

一
般
の
か
た
が
た
か
ら
は
特
別
な
病
気
の
よ

う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
非
常
に
日
常
的

な
疾
患
で
あ
り
、
放
置
す
る
と
い
ろ
い
ろ

や
っ
か
い
で
す
の
で
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
許
さ
れ
る
紙
面
で
解
説
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

副
鼻
腔
炎
と
は
、
鼻
腔
と
つ
な
が
っ
た
空

洞
（
副
鼻
腔
）
の
粘
膜
に
細
菌
な
ど
に
よ
り

炎
症
を
起
こ
し
た
も
の
で
す
。
副
鼻
腔
は
、

眼
球
を
取
り
囲
む
よ
う
に
上

じ
ょ
う

顎が
く

洞ど
う

（
頬ほ

ほ

の
直

下
）、篩し

骨こ
つ

洞ど
う

（
目
と
目
の
間
）、前ぜ

ん

頭と
う

洞ど
う

（
眉

毛
の
直
下
）、
蝶

ち
ょ
う

形け
い

骨こ
つ

洞ど
う

（
頭
の
真
中
辺
り
）

の
４
種
類
あ
り
、
左
右
対
を
成
し
て
存
在
し

ま
す
。
副
鼻
腔
は
、
生
後
間
も
な
い
乳
児
か

ら
成
人
ま
で
大
小
の
差
は
あ
る
も
の
の
存
在

し
ま
す
の
で
、
副
鼻
腔
炎
は
、
新
生
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
全
年
齢
の
か
た
に
起
こ
る
病
気

で
す
。
こ
の
病
気
が
親
か
ら
子
ど
も
へ
遺
伝

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
副
鼻
腔
炎
に

か
か
り
や
す
い
鼻
の
構
造
は
遺
伝
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、
風
邪
の
後
の

止
ま
り
に
く
い
鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
、
頭
痛
、

嗅
覚
障
害
で
す
。
こ
れ
以
外
に
、
鼻
汁
が
前

に
出
て
く
る
の
で
は
な
く
、
の
ど
の
方
に
流

れ
て
く
る
「
後こ

う

鼻び

漏ろ
う

」
の
症
状
と
、
そ
の
際

に
鼻
汁
の
刺
激
で
「
の
ど
の
異
物
感
」
が
出

現
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
極
端
な
場
合
は
、

鼻
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
と
い
っ

た
鼻
の
症
状
の
自
覚
も
な
い
の
に
「
の
ど
の

異
物
感
」
し
か
な
い
場
合
が
あ
る
の
は
驚
き

で
す
。
そ
の
ほ
か
、「
痰た

ん

の
絡
ん
だ
切
れ
に

く
い
咳せ

き

」
症
状
は
、
低
年
齢
の
子
ど
も
（
大

人
に
も
あ
る
）
に
多
く
認
め
ら
れ
、
咳
が
激

し
い
た
め
に
「
喘ぜ

ん

息そ
く

」
と
間
違
わ
れ
る
こ
と

も
度
々
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
場
合
、「
目

や
に
」
も
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
で
す
。
涙
は
、

目
を
守
る
た
め
に
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

余
分
な
も
の
は
、
鼻
の
中
に
回
収
さ
れ
る
よ

う
な
賢
い
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
副
鼻
腔
炎

に
よ
る
鼻
粘
膜
の
腫は

れ
の
た
め
に
鼻
に
回
収

さ
れ
に
く
く
な
り
、「
な
み
だ
目
」
に
な
っ

た
り
、「
目
や
に
」
の
た
め
に
目
が
開
き
に

く
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
頭
痛
で
は
、
副
鼻

腔
が
眼
球
の
周
囲
に
存
在
す
る
た
め
に
、「
目

の
奥
が
痛
い
」
と
か
、
蝶
形
骨
洞
の
炎
症
の

場
合
、強
い
「
後
頭
部
痛
」
や
「
視
力
障
害
」

ま
で
き
た
す
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

上
顎
洞
の
炎
症
の
場
合
、「
上
の
歯
が
痛
い
」

場
合
や
、「
鼻
の
中
が
腐
っ
た
よ
う
に
臭
う
」

「
38
度
前
後
の
発
熱
」
も
あ
り
ま
す
。
と
に

か
く
症
状
は
多
彩
で
す
。

次
に
治
療
の
話
で
す
が
、
こ
の
病
気
の
治

療
の
基
本
は
、
副
鼻
腔
へ
新
鮮
な
空
気
を
導

き
い
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、

鼻
の
中
に
あ
る
鼻
汁
を
排
除
す
る
こ
と
で
す
。

鼻
を
よ
く
か
ん
で
外
へ
出
す
か
、
で
き
な
い

ちくのう

場
合
吸
い
取
っ
て
あ
げ
る
事
が
必
要
で
す
。

た
だ
、
出
し
に
く
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
内

服
薬
の
利
用
や
、
耳
鼻
科
で
処
置
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
服
薬
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
耳
鼻
科

で
行
う
処
置
治
療
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

副
鼻
腔
炎
は
、「
か
ぜ
」の
後
に
起
こ
る「
合

併
症
」
で
あ
り
、「
か
ぜ
」
が
長
引
い
て
い

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
か
ぜ
」か
ら「
肺

炎
」
と
い
う
合
併
症
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
は

も
う
「
か
ぜ
」
と
は
言
わ
な
い
の
と
同
じ
認

識
が
必
要
で
す
。
い
つ
ま
で
も
「
か
ぜ
」
と

し
て
誤
っ
た
対
処
を
す
る
と
、
こ
れ
を
繰
り

返
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
慢
性
化
し
て
治
り 

に
く
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
り
手
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
急
性
の
場
合
、
し
っ
か
り

治
療
す
れ
ば
３
～
４
週
間
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
も

き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、
慢
性
化
す
る
と
正

常
化
し
に
く
く
長
期
間
の
治
療
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
慢
性
化
さ
せ
る
と
そ
の
代
償
は
か

な
り
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
を
合
併
し
て
い
る
と
治
り
に
く

く
、
治
療
に
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
治

療
中
に
１
～
２
週
間
内
服
す
る
と
鼻
汁
も
止

ま
り
、
治
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ

の
時
点
で
は
、
ま
だ
副
鼻
腔
の
粘
膜
は
ま
だ

正
常
化
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
鼻
汁
が
止

ま
っ
て
も
、
も
う
少
し
治
療
が
必
要
で
す
。

勝
手
な
治
療
の
中
断
は
慢
性
化
の
要
因
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

副ふ
く

鼻び

腔く
う

炎え
ん

（
ち
く
の
う
）
に
つ
い
て

やさしい医療講座
原口耳鼻咽喉科
院長／原口兼明

M E D I C A L  L E C T U R E

こ
の
よ
う
に
、
滝
は
現
在
も
侵
食
は
続
い

て
お
り
、
少
し
ず
つ
そ
の
表
情
を
変
え
て
い

ま
す
。

❖
魅
力
の
あ
る
滝

日
本
人
は
、
昔
か
ら
滝
が
好
き
で
、
信
仰

の
対
象
に
な
っ
た
り
、
修
行
の
場
所
に
な
っ

た
り
と
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
精
神
的

な
拠よ

り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
滝

の
名
前
で
特
に
多
い
の
が
、「
不
動
」
の
名

の
付
く
滝
で
す
。
不
動
明
王
は
水
を
つ
か
さ

ど
る
神
様
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
空
海
（
弘

法
大
師
）
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
密

教
（
真
言
宗
）
の
根こ

ん

本ぽ
ん

尊ぞ
ん

で
あ
る
大
日
如
来

の
化
身
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
密
教
の
修
行
の

場
に
な
る
こ
と
が
多
い
滝
に
と
っ
て
、
ふ
さ

わ
し
い
神
様
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
滝
は
そ
の
水
し
ぶ
き
か
ら
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
多
量
に
排
出
し
て
お
り
、
人
々

の
体
調
や
精
神
を
養
っ
て
く
れ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

季
節
も
春
を
迎
え
、
行
楽
に
も
い
い
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
霧
島
の
滝
め
ぐ
り
に
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
（
文
責
：
鈴
）

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
滝
の
多
い
国
で

す
。
日
本
の
滝
の
数
は
確
認
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
も
二
万
を
超
え
、
小
さ
な
滝
や
未
確
認

の
滝
ま
で
を
数
え
る
と
数
万
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
日
本
の
河
川
は
世

界
の
河
川
に
比
べ
て
延
長
が
短
い
う
え
に
高

低
差
が
大
き
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
世

界
最
長
の
河
川
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ル

川
は
延
長
が
六
六
五
〇
㌔
㍍
で
源
流
の
標
高

が
一
一
三
四
㍍
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

最
長
の
信
濃
川
は
延
長
三
六
七
㌔
㍍
で
源
流

の
標
高
は
二
四
七
五
㍍
で
す
。
ま
さ
に
、
日

本
の
河
川
そ
の
も
の
が
滝
み
た
い
な
も
の
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

霧
島
市
に
も
数
多
く
の
滝
が
あ
り
、
そ
の

代
表
と
し
て
、
千
里
ヶ
滝
や
犬
飼
滝
、
丸
尾

滝
、
御み

た
ら
し

手
洗
滝
、
小
鹿
野
滝
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。 霧

島
の

 

地
形

ル
デ
ラ
の
火
口
壁
付
近
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
カ
ル
デ
ラ
地
域
（
阿
蘇
・
宮
崎

県
高
千
穂
）
で
よ
く
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
滝

に
は
、
次
の
よ
う
な
共
通
し
た
特
徴
が
見
ら

れ
ま
す
。

一
、
滝
の
上
流
部
は
比
較
的
平
坦
が
広
が
る
。 

二
、
滝
の
上
流
部
で
、
甌
穴
が
発
達
す
る
。

三
、�

直
ち
ょ
く

瀑ば
く

（
水
が
滝
壺
ま
で
ま
っ
す
ぐ
落
ち

る
こ
と
）
が
多
い
。 

四
、�

滝
壷
が
上
流
部
に
え
ぐ
れ
、
裏
見
の
滝

と
な
る
。 

五
、
滝
崖
は
半
円
形
を
し
て
い
る
。

特
に
、
牧
園
に
あ
る｢

犬
飼
滝｣

は
、
そ

の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
い
ま
す
。
滝
の
上
流

部
に
は
甌
穴
が
見
ら
れ
、
滝
は
垂
直
に
落
ち
、

滝
壺
付
近
は
奥
ま
で
え
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
滝
壺
の
下
流
五
〇
㍍
付
近
に
、
過

去
に
崩
落
し
た
と
思
わ
れ
る
巨
大
な
岩
が
あ

り
、
そ
の
上
面
に
は
甌
穴
の
痕こ

ん

跡せ
き

が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
岩
が
以
前
は
滝
の
上

流
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
犬
飼
滝
は
今

も
少
し
ず
つ
上
流
側
に
後
退
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

❖
滝
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
？

滝
（
瀑ば

く

布ふ

）
と
は
、
河
川
や
湖
の
一
部
が

段
差
に
な
り
、
水
が
落
下
し
て
い
る
場
所
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
が
落
下
し

て
水
深
が
深
く
な
っ
て
い
る
場
所
の
こ
と
を

滝
壷つ

ぼ

と
い
い
ま
す
。

河
川
は
、
一
般
に
上
流
部
で
浸
食
が
進
み
、

下
流
部
や
河
口
付
近
で
堆
積
が
起
こ
り
ま
す
。

究
極
の
話
で
す
が
、
河
川
が
ど
こ
も
同
じ
よ

う
に
浸
食
が
進
み
続
け
る
と
、
河
川
は
同
じ

勾
配
で
浸
食
さ
れ
、
途
中
で
堆
積
は
起
こ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
然
の
河
川
は
、
緩
や
か
な
流

れ
も
あ
れ
ば
、
急
流
も
あ
り
ま
す
し
、
勾
配

も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
何
ら
か
の
原
因
で
急
に

水
の
流
れ
が
速
く
な
る
と
、
そ
の
部
分
か
ら

侵
食
が
激
し
く
な
り
、
河
床
に
段
が
で
き
、

そ
れ
が
さ
ら
に
流
れ
を
速
め
、
段
差
を
発
達

さ
せ
る
と
い
っ
た
、
連
鎖
が
続
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
大
き
な
段
差
が
で
き
、
そ
れ
が
滝

と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
の
で
す
。

❖
霧
島
の
滝
の
特
徴

霧
島
に
あ
る
滝
は
、
そ
の
所
在
が
姶
良
カ

（
滝
）

犬飼滝上流の甌
おう
穴
けつ

落石に残る甌穴

滝壺
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K irishima Information

ま
れ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

◎�

連
絡
先
＝
【
国
分
・
隼
人
・
福

山
・
溝
辺
地
区
】
水
道
部
管
理

課
業
務
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）３
５

０
０【
霧
島
・
牧
園
・
横
川
地
区
】

水
道
部
牧
園
支
所
業
務
グ
ル
ー

プ
☎（
76
）１
１
１
１
（
内
線
５

５
１
３
）

国
民
年
金
付
加
保
険
料
で

年
金
額
が
増
え
ま
す

第
一
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
の
か
た
が
定
額
保
険
料

に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
額
は
、

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
」
で
す
。
な
お
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
中
の
か
た
は
加
入
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険

年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
８
８
６

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
住

民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
区
域
に
建
っ
て
い
る
危
険

住
宅
を
安
全
な
場
所
へ
の
移
転
を

行
う
制
度
で
す
。

移
転
に
際
し
、
危
険
住
宅
の
撤

去
（
限
度
額
あ
り
）
と
、
新
た
な

住
宅
の
建
設
・
購
入
の
た
め
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
借
入
金

の
利
子
相
当
分
（
限
度
額
あ
り
）

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

対
象
住
宅
は
、
昭
和
46
年
８
月

31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
、
現
に
居

住
し
て
い
る
住
宅
が
対
象
で
す
。

詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

☎（
64
）０
９
０
９
、
県
土
木
部

建
築
課
☎
０
９
９（
２
８
６
）３

７
３
９

送
り
つ
け
商
法
に
注
意

自
宅
に
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な

い
書
籍
小
包
が
届
い
た
。
開
封
す

る
と
書
籍
が
入
っ
て
お
り
、
振
込

用
紙
な
ど
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

書
籍
を
返
送
し
た
い
。 

●
ア
ド
バ
イ
ス

◦�

注
文
し
て
い
な
い
商
品
の
代
金

支
払
い
は
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

商
品
を
返
送
す
る
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
商
品
を
受
領
し
た

日
か
ら
14
日
間
、
も
し
く
は
業

者
に
商
品
の
引
き
取
り
を
請
求

し
て
か
ら
７
日
間
の
い
ず
れ
か

早
い
方
が
経
過
す
る
ま
で
は
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
保
管
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
後
は
処
分
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◦�

代
金
引
換
の
場
合
は
支
払
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※�

こ
の
ほ
か
紳
士
録
や
皇
室
写
真

集
、「
カ
ニ
」
な
ど
の
食
品
も
あ

り
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
６
４

４
月
１
日
か
ら

「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

製
品
が
古
く
な
る
と
部
品
な
ど

が
劣
化
し
、
火
災
や
死
亡
事
故
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
対
象
製
品
を

購
入
し
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
所
有
者

容
を
申
込
書
に
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
を
応
援
す
る

企
業
・
店
舗
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
す
。
県
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

児
童
家
庭
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
１

水
道
の
使
用
に
伴
う

引
越
し
の
連
絡
は
お
早
め
に

●�
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
場
合

郵
便
受
け
な
ど
に
入
っ
て
い
る

「
水
道
部
か
ら
の
お
願
い
」を
読
み
、

お
客
さ
ま
番
号
、
名
前
な
ど
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●�

水
道
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場

合前
も
っ
て
使
用
中
止
日
を
連
絡

し
、
料
金
の
精
算
を
し
て
く
だ
さ

い
。
引
越
当
日
の
精
算
の
申
し
出

は
ご
希
望
の
時
間
帯
に
伺
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い

と
使
用
中
と
み
な
さ
れ
、
基
本
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
井
戸
や
集
落
水
道
の

使
用
、
水
道
料
金
が
家
賃
に
含

お
知
ら
せ

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す

る
気
運
づ
く
り
や
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

◦�

内
容
＝
妊
娠
中
の
か
た
や
満
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

（
本
市
住
民
基
本
台
帳
登
録
者
）

に
交
付
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
協

賛
店
で
提
示
す
る
と
、
善
意
に

よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

サ
ー
ビ
ス
例
＝
ス
タ
ン
プ
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
や
商
品
の
割
引
、

ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど

◦�

申
請
先
＝
児
童
福
祉
課
、
隼
人

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

※�

妊
婦
の
か
た
は
母
子
健
康
手
帳

を
、
児
童
と
同
居
し
て
い
な
い

か
た
は
養
育
関
係
を
示
す
資
料

（
保
険
証
な
ど
）
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

●
協
賛
店
募
集

子
育
て
を
支
援
い
た
だ
け
る
企

業
・
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
取
り

組
み
可
能
な
範
囲
で
サ
ー
ビ
ス
内

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

登
録
し
た
場
合
、
適
切
な
時
期
に

点
検
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
点

検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
現
在

お
使
い
の
対
象
製
品
も
点
検
可
能

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
対
象
製
品
（
特
定
保
守
製
品
）

屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
、
屋

内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、
石
油
給
湯

機
、
石
油
ふ
ろ
が
ま
、
Ｆ
Ｆ
式
石

油
温
風
暖
房
機
、
ビ
ル
ト
イ
ン
式

電
気
食
器
洗
機
、
浴
室
用
電
気
乾

燥
機

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
経
済
産

業
局
産
業
部
消
費
経
済
課
製
品

安
全
室
☎
０
９
２（
４
８
２
）５

５
２
３

地
域
再
生
中
小
企
業

創
業
助
成
金

こ
の
助
成
金
は
、
地
域
の
重
点

分
野
で
創
業
す
る
中
小
企
業
主
の

創
業
経
費
や
雇
い
入
れ
に
助
成
を

す
る
も
の
で
す
。

◦�

重
点
分
野
＝
食
料
品
製
造
業
、

生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
料
品
小

売
業
、
飲
食
店
、
社
会
保
険
・

社
会
福
祉
・
介
護
事
業

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働

局
職
業
対
策
課
☎
０
９
９（
２

※�

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な

い
場
合
は
☎
０
３（
４
３
３
４
）

１
１
１
１
へ
。

サ
ン･
あ
も
り
自
主
講
座

●
太
極
拳
講
座
（
４
月
～
６
月
）

◦�

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
、
午
後
２

時
～
４
時

●�

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
講
座
（
４
月
～
６
月
）

◦�

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
、
午
前
10

時
～
11
時

●�

か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
講
座（
４
月
～
６
月
）

◦�

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７

時
30
分
～
８
時
30
分

※�

い
ず
れ
も
受
講
料
４
０
０
０
円

（
全
10
回
）

◎�

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・

あ
も
り
☎（
43
）３
３
７
３

志
學
館
大
学
共
修
講
座

受
講
生
募
集

志
學
館
大
学
で
は
、
正
規
の
授

業
を
広
く
一
般
の
か
た
に
開
放
す

る
平
成
21
年
度
共
修
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。（
１
科
目
６

０
０
０
円
、
前
期
・
後
期
各
15
回

の
講
義
、
90
分
授
業
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
志
學
館
大
学

総
務
課
☎（
43
）
１
１
１
１

１
９
）８
７
１
２

前
玉
神
社
・
須
川
様
祭

◦�

日
時
＝
３
月
28
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
か
ら

◦�

場
所
＝
前
玉
神
社
（
溝
辺
町
三

縄
）

◦�

内
容
＝
五
穀
豊
穣
祈
願
、
馬
踊

り
、
郷
土
芸
能
や
棒
踊
り
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
三み

縄な
わ

自じ

彊き
ょ
う

会か
い

☎（
59
）３
２
５
３

募　

集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

に
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
居

を
希
望
す
る
か
た
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

<

国
分
地
区>

南
京
塚
、
四
方
田
、
宮
下
、
第
３

重
久
、
須
戸
川
、
重
久

<

隼
人
地
区>

大
津
、
稲
荷
、
姫
城
、
日
当
山

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

３
月
11
日
（
水
）
～
31
日
（
火
）

※�

申
し
込
み
は
部
屋
ご
と
に
受
け

付
け
ま
す
。（
１
世
帯
１
住
宅

に
限
る
）

※�

申
込
者
が
複
数
い
る
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

◦�

抽
選
日
＝
４
月
６
日（
月
）

※�

部
屋
・
入
居
要
件
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９
緊
急
経
済
対
策（
再
就
職
支
援
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

介
護
・
福
祉
な
ど
の
異
業
種
へ

の
再
就
労
希
望
者
を
支
援
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

成
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

◦�

内
容
＝
平
日
コ
ー
ス
12
人

（
３
月
26
日
開
講
）

◦�

対
象
者
＝
霧
島
市
に
住
所
を
有

す
る
か
た
（
平
成
20
年
12
月
10

日
現
在
）
で
、
平
成
20
年
秋
以

降
の
景
気
後
退
に
伴
う
倒
産
ま

た
は
生
産
調
整
な
ど
に
よ
り
離

職
し
た
か
た
、
も
し
く
は
解
雇
、

雇
い
止
め
な
ど
を
通
知
さ
れ
た

か
た
。
解
雇
も
し
く
は
雇
い
止

め
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る

か
た
の
う
ち
再
就
労
意
欲
の
あ

る
か
た
。

◦�

申
込
締
切
＝
３
月
17
日
（
火
）

午
後
５
時
必
着

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高

齢
・
障
害
福
祉
課
高
齢
者
福
祉

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
５

「
地
デ
ジ
」説
明
会
を

希
望
す
る
団
体
募
集

テ
レ
ビ
放
送
で
は
、
す
で
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
（
地
デ
ジ
）
に
よ
る

放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２

年
後
の
平
成
23
年
７
月
に
終
了
し
、

地
デ
ジ
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

総
務
省
鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
地
デ
ジ
に

切
り
替
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
各

地
へ
無
料
で
説
明
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

「
地
デ
ジ
は
今
ま
で
の
テ
レ
ビ

と
ど
う
違
う
」「
地
デ
ジ
を
見
る

に
は
ど
う
す
る
の
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
に
地
デ
ジ
の
基
礎
か

ら
説
明
し
ま
す
。
地
域
の
自
治
会

や
集
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
説
明

員
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

関
す
る
ご
相
談
も
「
地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
０
５
７
０
（
０
７
）

０
１
０
１
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

霧
島
食
育
研
究
会
の
講
演
を

聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

何
不
自
由
な
く
物
に
恵
ま
れ
、
こ

れ
が
あ
た
り
前
の
生
活
と
思
っ
て

い
る
現
在
、
手
づ
く
り
料
理
、
手

づ
く
り
お
や
つ
の
大
事
さ
を
学
び

ま
し
た
。「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
は

子
ど
も
、
孫
へ
と
伝
承
し
て
い
く

こ
と
が
任
務
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

一
言
一
言
が
心
に
感
銘
、
感
動
を

受
け
、涙
が
出
て
き
ま
し
た
。（
リ

ン
の
マ
マ
43
歳
女
性
）

●

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
一
番
の

先
生
。
食
事
や
作
法
、
礼
儀
を
教

え
、
伝
え
る
こ
と
は
親
と
し
て

と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ひ
な
人
形
を
お
譲
り
く
だ

さ
い
」
と
い
う
記
事
を

広
報
誌
で
見
つ
け
、
ど
き
ど
き
し

な
が
ら
観
光
課
に
お
電
話
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
初
節
句
に
贈

ら
れ
た
思
い
出
深
い
「
お
雛
様
」

で
す
が
、
自
身
は
女
の
子
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
う
え
に
、
こ
こ
数
年

は
出
し
入
れ
す
る
度
に
傷
み
も
目

立
ち
、
ど
こ
か
に
人
形
供
養
を
し

て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
用
す
る
に

は
あ
ま
り
に
も
見
苦
し
い
か
も
と
、

衣
装
も
色
あ
せ
て
調
度
も
は
げ
か

か
っ
て
い
る
こ
と
や
、
段
を
支
え

る
木
組
み
も
少
々
破
損
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
伝

え
ま
し
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
と
り
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
「
お
人

形
は
き
れ
い
で
す
ね
」
と
ほ
め
て

く
だ
さ
り
、
お
世
辞
で
も
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

先
日
、
３
月
に
嘉
例
川
駅
に
展

示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
と
連

絡
を
い
た
だ
き
、
関
西
の
実
家
の

母
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ

は
ル
ー
プ
橋
が
あ
る
路
線
の
木
造

駅
舎
で
有
名
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

の
」
と
こ
と
の
ほ
か
喜
び
、
ぜ
ひ

見
に
行
き
た
い
と
言
う
の
で
早
速

飛
行
機
を
手
配
し
ま
し
た
。
私
の

「
お
雛
様
」
の
最
後
の
晴
れ
舞
台

を
見
届
け
に
行
き
ま
す
。（
ラ
ッ

キ
ー
３
号
47
歳
女
性
）

●

お
ひ
な
様
が
会
わ
せ
て
く
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
思
い
出
話
し
に

も
花
が
咲
き
そ
う
で
す
。
お
ひ
な

様
は
最
後
と
い
わ
ず
今
後
も
ぜ
ひ
。

先
日
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
大
通
り
で
の

事
故
で
私
は
車
を
横
に
止
め
た
ま

ま
夫
や
警
察
に
連
絡
し
て
い
る
と
、

近
く
の
修
理
工
場
の
か
た
が
通
行

の
妨
げ
に
な
る
か
ら
と
車
を
駐
車

場
に
移
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事

故
が
起
き
た
と
き
は
気
が
立
っ
て

い
て
「
誰
、こ
の
人
た
ち
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
奥
さ
ん
ら
し
い

人
が
ほ
う
き
と
ち
り
と
り
を
持
っ

て
き
て
片
付
け
て
く
れ
る
な
ど
、

今
思
う
と
人
々
の
や
さ
し
さ
に
感

謝
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
災
害
や

悪
い
で
き
ご
と
、
悲
し
い
こ
と
が

多
い
け
ど
、
優
し
い
人
、
親
切
な

人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
４
月
か
ら

県
外
に
引
っ
越
す
私
た
ち
家
族
。

霧
島
市
に
住
め
た
こ
と
を
一
生
の

宝
物
に
し
、「
善
の
心
」
を
忘
れ

ず
生
き
て
い
き
ま
す
。（
４
人
年

子
の
マ
マ
26
歳
女
性
）

●

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
く
だ

さ
っ
た
「
４
人
年
子
の
マ
マ
さ

ん
」、
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、
新

天
地
で
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
心
か

ら
願
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
11
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず
お
書
き

く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

横
川
町
に
単
身
赴
任
し
て
、

１
年
４
か
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
９
回
目
の
転
勤

で
当
地
に
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
人
情
味
が
厚
く
、
ま
た
飾
ら
な

い
人
柄
の
多
い
大
変
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周

り
に
は
温
泉
施
設
も
多
く
、
夕
方

仕
事
帰
り
に
よ
く
利
用
し
、
晩
酌

の
焼
酎
を
楽
し
ん
で
い
る
毎
日
で

す
。
横
川
町
も
も
う
す
ぐ
岩
ツ
ツ

ジ
か
ら
桜
、
そ
し
て
ツ
ツ
ジ
と
春

の
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
度
は
熊

本
で
留
守
を
守
る
家
族
を
案
内
し
、

淡
い
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
霧
島
の
春

を
一
緒
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。（
焼
酎
好
男
60
歳
男
性
）

●

桜
と
ツ
ツ
ジ
の
花
が
有
名
な
横

川
の
丸
岡
公
園
、
食
堂
で
は
手
打

ち
そ
ば
が
好
評
だ
そ
う
で
す
。
ぜ

ひ
ご
家
族
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
神
宮
の
初
午う

ま

祭
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
大
き
な

馬
も
立
派
な
飾
り
に
負
け
な
い
力

強
い
豪
快
な
蹄ひ

づ
めの

音
を
立
て
、
小

さ
な
ポ
ニ
ー
は
チ
ビ
ッ
コ
の
見
事

な
手た

づ
な綱

さ
ば
き
に
ひ
か
れ
て
そ
の

か
わ
い
い
こ
と
。
踊
り
連
の
皆
さ

ん
も
人
馬
一
体
と
な
っ
て
と
っ
て

も
楽
し
そ
う
。
観
客
の
私
た
ち
も

パ
ワ
ー
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し

た
。「
勇
壮
な
馬
の
踊
り
」「
鐘
・

太
鼓
・
三
味
線
の
明
る
い
音
色
」

「
陽
気
な
唄
と
元
気
で
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
踊
り
」
霧
島
に
春
を
告
げ
る

お
祭
り
に
、
と
き
が
た
つ
の
を
忘

れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。（
う

ん
ま
お
ど
い
大
好
き
52
歳
男
性
）

●

今
年
は
天
気
も
よ
く
、
21
万
人

を
超
す
大
観
客
、
熱
気
に
も
あ
ふ

れ
心
な
し
か
馬
の
ス
テ
ッ
プ
も
ひ

と
き
わ
弾は

ず

ん
で
い
ま
し
た
。

大
阪
に
住
ん
で
い
る
兄
か
ら

電
話
。「
今
ね
え
、弁
当
を

食た

も
い
か
た
」。
駅
弁
九
州
一
に

な
っ
た
嘉
例
川
駅
の
「
百
年
の
旅

も
の
が
た
り
」
が
テ
レ
ビ
放
送
さ

れ
た
と
の
こ
と
。「
い
っ
ど
食た

も
っ

み
ろ
ご
ち
ゃ
」
と
言
う
言
葉
を
思

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

い
出
し
、
墓
参
り
の
帰
り
駅
に
寄

り
、
弁
当
と
ガ
ネ
を
買
っ
て
広
報

誌
や
地
元
の
野
菜
を
詰
め
込
ん
で

送
り
ま
し
た
。
電
話
先
で
上
機
嫌

の
兄
の
声
、
嘉
例
川
で
生
ま
れ
育

ち
、
県
外
に
出
て
い
る
間
に
父
が

亡
く
な
り
、
古
ぼ
け
た
家
は
取
り

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
思
い

出
は
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
や
、
メ
ジ
ロ
を
と 

っ
た
話
な
ど
が
延
々
と
続
く
。
情

報
誌
は
手
紙
と
違
い
、
写
真
で
見

る
風
景
や
人
々
の
様
子
が
と
て
も

楽
し
い
。「
こ
い
や
ね
ー
、宝
物
や
」

と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
く

て
つ
い
ま
た
送
る
。
お
互
い
元
気

で
年
を
重
ね
て
い
こ
う
ね
（
イ
ク

ち
ゃ
ん
の
子
ど
も
57
歳
女
性
）

●

楽
し
い
会
話
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
す
。
故ふ

る
さ
と郷

の
味
を
楽
し
み
な

が
ら
の
話
は
尽
き
な
い
で
す
ね
。

40
年
ぶ
り
に
隼
人
の
住
民

に
戻
り
ま
し
た
。
昔
は

田
ん
ぼ
だ
ら
け
で
レ
ン
ゲ
の
花
畑

を
思
い
出
し
ま
す
。
知
人
も
少
な

く
な
り
、
長
い
歳
月
を
感
じ
ま
す
。

今
は
の
ん
び
り
温
泉
め
ぐ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
温
泉
の
帰
り
道
、

桜
島
、
霧
島
の
山
々
に
バ
ン
ザ
イ

と
叫
ん
で
い
ま
す
。
霧
島
川
、
天

降
川
の
清
ら
か
さ
に
ほ
っ
と
し
ま

す
。
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
一
杯
や
ろ

う
か
な
。
残
念
、
飲
め
な
い
私
で

し
た
。笑
。（
浦
島
桃
子
57
歳
女
性
）

●

お
歳と

し

か
ら
し
て
高
校
卒
業
以
来

の
故
郷
で
の
生
活
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
ゆ
っ
た
り
楽
し
く
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

世
界
は
大
不
況
で
連
日
テ
レ

ビ
な
ど
が
そ
の
話
題
を
報

道
し
て
い
ま
す
。
夫
の
会
社
で
も

い
つ
ど
の
よ
う
な
と
き
に
大
幅
な

リ
ス
ト
ラ
な
ど
が
行
わ
れ
る
か
全

く
わ
か
ら
な
い
状
態
と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
わ
が
家
で
は
少
し
で

も
楽
し
み
な
が
ら
節
約
し
、
エ
コ

な
活
動
が
で
き
れ
ば
と
自
家
栽
培

を
し
た
り
、
そ
の
た
め
の
生
ゴ
ミ

の
肥
料
で
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
人
、

家
族
が
助
け
合
っ
て
、
あ
る
べ
き

姿
勢
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
が
ん

ば
っ
て
い
る
わ
が
家
で
す
。（
リ

ソ
ガ
ス
31
歳
女
性
）

●

不
安
だ
け
を
抱
え
て
過
ご
す
よ

り
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

家
族
の
絆き

ず
なも

強
ま
り
そ
う
で
す
。

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.73/2009.3）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

ネコヤナギ（ヤナギ科）

お便りをくださったかたの中から
かごしま空港ホテルランチバイキ
ングペアお食事券を5人のかたに
プレゼント。応募締め切りは3月
25日（水）当日消印有効です。当
選の発表は、商品の発送を持って
かえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます
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結ゆ

い
の
力

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
人
手

が
必
要
な
と
き
に
、
集
落
の
人

び
と
が
互
い
に
力
を
貸
し
あ
う

こ
と
と
さ
れ
る
「
結
い
」。
私

の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
で
あ
り
、

地
域
、
自
治
、
奉
仕
活
動
の
原

点
と
思
っ
て
い
ま
す
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
初
午
祭
、

初
夏
の
香
り
を
運
ぶ
藤
ま
つ
り
、

祭
り
ご
と
に
は
人
び
と
の
祈
り

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
祭
り
を
支
え
て
い
る

の
は
そ
こ
に
携
わ
る
人
び
と
の

結
い
の
心
で
す
。

霧
島
山
の
自
然
を
守
ろ
う
と
、

「
霧
島
ふ
る
さ
と
命
の
森
を
つ

く
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

１
本
の
ど
ん
ぐ
り
の
木
を
植
え

る
こ
と
か
ら
始
め
る
地
道
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、
こ

れ
も
結
い
の
精
神
で
あ
り
、
や

が
て
大
き
な
力
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
霧
島
山
を
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
」
を
合
言
葉
に
、
環
霧
島

会
議
を
中
心
と
し
て
、
宮
崎
、

鹿
児
島
の
両
県
が
一
体
と
な
っ

て
動
き
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
活
動
の
原
点
と
な
る
の
は

霧
島
山
を
愛
す
る
一
人
一
人
の

想お
も

い
、
そ
し
て
行
動
力
で
す
。

こ
れ
に
こ
そ
結
い
の
心
が
必
要

で
す
。
そ
の
心
が
や
が
て
力
と

な
り
、
必
ず
や
目
標
を
達
成
す

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

かごしま空港ホテル
ランチバイキングお食事券を
プレゼントします。

◎人口／128,374人（＋31）
男性／ 61,960人（＋16）
女性／ 66,414人（＋15）
出生113人／死亡135人
転入338人／転出289人
◎世帯数／57,043世帯（−7）

（平成21年2月１日現在）

3PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

朝
日
に
輝
く
水
面
を
横
切
る
ダ
イ
サ
ギ
、
ア
オ
サ
ギ
。

コ
サ
ギ
た
ち
と
小
魚
を
盛
ん
に
追
い
ま
わ
し
て
い
ま
し

た
。
上
空
か
ら
は
ミ
サ
ゴ
や
ト
ビ
が
大
空
を
旋
回
し
水

面
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
潮
だ
ま
り
に
は
、

大
陸
か
ら
や
っ
て
く
る
マ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
ク
ロ
ツ

ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ツ
ク
シ
ガ
モ
が
休
憩
を
し
て
い
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。
冬
を
元
気
に
越
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

2月11日　午前7時42分
隼人町真孝（浜之市潮だまり）

【撮影データ】
デジタルカメラ
レンズ600㎜ 1/3000s　F5.6　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

読者の声には日常の出来事から、感じたこと、故郷への思いなどさ
まざまなお便りが届きます。中にはそのかたの人生そのものを垣

間見るお手紙に、胸が熱くなることもあり何度も読み返します。平和の
ありがたさ、命の尊さを市民の皆さんから教えていただいています（ふ）

自宅から15分で空港へ行くことができ、空港から韓国へは1時間
30分。なんと2 時間で外国に行けるなんて世界はこんなに近

いのかという感じ。旅行費用も3万円くらいで行けるプランもあるそう
だ。飲みに行くのをちょっと減らせばいい。でもそれが我慢できない（た）

和気茶屋の取材中ちょうどお昼時間に。自慢の手打ちそばを食べ
ることにした。「私も一緒に食べていいですか」と声をかけてくれ

た店主の富尾さん。その明るさにうれしい気分になった。春にはフジの
花と迎える人の温かさが訪れる人をいやしてくれるだろうと確信した（あ）

森を元の姿に戻す、それは大変な作業だと思っていました。しか
し、取材で「どんぐり1000年の森をつくる会」の活動を知り、自

分でもできるような気がしました。今自分にできること、早速ドングリ
を拾いに行こうかな。皆さんも千年後へ贈り物をしてみませんか（み）

婚
し
て
か
ら
10
年
間
で
５
県
も
移

り
住
み
ま
し
た
。
沖
永
良
部
出
身

の
私
は
18
歳
で
島
を
離
れ
、
名
古

屋
市
で
進
学
・
就
職
し
て
い
た
の

で
、
見
知
ら
ぬ
土
地
に
暮
ら
す
こ

と
は
苦
に
な
ら
ず
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
幼
稚

園
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
転

〈随ずいそう想〉

勤
生
活
に
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
２
番
目
の
子

は
幼
稚
園
を
３
回
も
変
わ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
も
新
し
い
環
境
に
慣

れ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。移

住
を
考
え
始
め
た
の
は
、
こ

の
時
ぐ
ら
い
か
ら
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
暮
ら
し
、

子
ど
も
た
ち
は
野
山
を
遊
び
場
と

し
、
私
は
小
さ
な
カ
フ
ェ
を
や
り
、

夫
は
野
菜
を
作
り
た
い
な
ど
夢
は

ど
ん
ど
ん
膨
ら
む
ば
か
り
で
し

た
。
で
も
、
現
実
的
で
は
な
い
と

あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
長
男

の
小
学
校
入
学
が
近
づ
く
に
従
っ

て
気
持
ち
が
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

引
っ
越
し
の
心
配
を
せ
ず
、
学
校

生
活
を
送
っ
て
、
末
長
い
友
人
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
小
学
校
入
学

ま
で
あ
と
半
年
、「
今
し
か
な
い
」

と
思
い
ま
し
た
。

新
天
地
を
霧
島
に
し
た
の
は
、

①
自
然
が
豊
か
な
こ
と
、
②
自
宅

に
温
泉
が
引
け
る
こ
と
（
肌
の
弱

か
っ
た
子
ど
も
の
た
め
）、
③
夫

の
仕
事
の
た
め
空
港
に
近
い
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
た
め

で
し
た
。
霧
島
で
の
土
地
探
し
は

た
っ
た
一
日
で
し
た
が
、
隼
人
町

で
木
々
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所

が
見
つ
か
り
、
地
主
さ
ん
が
地
元

の
杉
で
家
を
建
て
て
く
れ
る
と
い

う
話
に
、
計
画
が
一
気
に
進
行
し

ま
し
た
。
こ
の
時
出
会
っ
た
不
動

産
会
社
の
か
た
が
、
遠
方
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
と
毎
日
の
よ
う
に

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
地
主
さ
ん
、
棟と

う

梁り
ょ
うさ

ん
、

業
者
の
か
た
が
た
に
依
頼
内
容
を

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
度
も
立

ち
会
う
こ
と
な
く
無
事
完
成
し
た

こ
と
は
、
関
係
者
の
か
た
が
た
に

持
て
た
信
頼
か
ら
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

こ
ち
ら
に
越
し
て
き
て
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
か
た
に
感
謝
、
感
謝

の
毎
日
で
す
。
ご
近
所
の
か
た
が

た
か
ら
い
た
だ
く
季
節
の
お
野
菜

や
魚
を
感
謝
し
て
食
し
、
最
近
で

は
畑
用
の
堆た

い

肥ひ

ま
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
霧
島
の
か
た
は
本
当
に

親
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
然

の
中
で
飽
き
る
こ
と
な
く
遊
び
回

り
、
朝
昼
は
鳥
の
き
れ
い
な
声
、

夜
は
静
寂
の
月
夜
を
楽
し
み
、
夏

は
ク
ワ
ガ
タ
が
飛
ん
で
き
た
り
、

た
ぬ
き
に
も
出
会
っ
た
り
し
ま
し

Profile
みふね さつき（37）
沖永良部島出身。栄養士。フード
コーディネーターとして活動後、医
薬品メーカーで糖尿病生活のアドバ
イスなどに従事。夫の転勤のため
静岡市、西宮市、仙台市、名古屋市
など各地で生活。移住後、「健康的な
外食」をテーマに「カフェのあ」を
オープン。鹿児島県の地産地消推進
店としての登録店でもある。

◎三舩 さつき

２
０
０
８
年
３
月
に
私
た
ち
夫

婦
と
子
ど
も
３
人
は
隼
人
町
松
永

に
移
住
し
て
、
６
月
に
は
自
宅
を

使
っ
た
カ
フ
ェ
を
始
め
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
田
舎
へ
の

移
住
暮
ら
し
が
流は

行や

っ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
家
族
も
似
た
よ
う
な

も
の
で
す
。
全
国
転
勤
の
夫
と
結

た
。
あ
こ
が
れ
の
生
活
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

他
県
に
住
ん
だ
経
験
と
感
覚
か

ら
霧
島
を
眺
め
て
み
る
と
、
山
・

海
・
川
・
温
泉
と
自
然
か
ら
の
恵

み
が
あ
り
、
歴
史
・
文
化
・
芸
術

が
あ
り
、
空
港
が
あ
り
（
こ
の
利

便
性
は
大
事
で
す
）、
観
光
地
で

も
あ
り
、
ま
た
行
政
の
サ
ポ
ー
ト

が
と
て
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
な

ど
、
生
活
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
方
へ

の
移
住
を
考
え
て
い
る
か
た
に
は

ぜ
ひ
推
薦
し
た
い
で
す
ね
。
カ

フ
ェ
と
子
育
て
と
主
婦
と
忙
し
い

毎
日
で
す
が
、
こ
こ
で
の
暮
ら
し

を
大
切
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

緑豊かな自然に包まれる子どもたち

和食・洋食の食べ放題のランチバイキング。レストランの食事を存分に楽しめる
かごしま空港ホテル自慢のサービス。お寿司にカレー、パスタにサラダ、スープ
にフルーツ、ケーキにドリンク、40種類のメニューは子どもから大人まで大満足。
営業時間／ＡＭ１１：00～ＰＭ２：００　料金／大人８４０円　子ども５２５円

◎問い合わせ先＝かごしま空港ホテル　☎58-2331

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

心豊かに“霧島生活”

携帯から簡単アクセス！
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